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       尚美学園大学 
       大学基本情報 2022 

(データは注記のない限り令和 4 年 5 月 1 日現在) 

教育研究上の目的                              

□ 大学 

学則 第１条（目的） 

本学は、教育基本法及び学校教育法に基づき、「智と愛」を建学の精神とし、総合的科学的思考の涵養を教育

方針として、広範な教養を授けるとともに、芸術と情報及び政策を専門的かつ学際的に教授研究し、その深奥

を究めて、各分野において指導的役割を果たしうる創造力と表現力並びに実践力を有する人材を育成すること

を目的とする。 

 

学則 第１条の２（学部及び学科の目的） 

本学に置く学部及び学科の人材養成及び教育研究上の目的は、次のとおりとする。 

 

芸術情報学部 

様々な芸術表現とメディアを駆使した表現を追求するため、社会的に通用する情報表現及び音楽表現における

幅広い分野にわたっての専門的能力を持った人材を養成することを目的とする。 

 

情報表現学科 

社会の高度情報化において、従来の芸術教育に情報・メディアコミュニケーションを統合した先見的な教育研

究を行うことを目的とする。 

 

音楽表現学科 

器楽、声楽、ジャズ＆ポップス、音楽創作及び音楽ビジネスの各分野における専門性の追求と同時に多角的な

視座を養う教育研究を行うことを目的とする。 

 

音楽応用学科 

音楽ビジネスの世界における音楽制作と音楽産業の各分野の専門性の追求と同時に多角的な視座を養う教育

研究を行うことを目的とする。 

 

舞台表現学科 

舞台における表現を実践的かつ理論的に追求し、舞台芸術の伝統を踏まえ、あらゆる視座から将来への可能性

を広げる教育研究を行うことを目的とする。 

 

総合政策学部 

現代社会におけるさまざまな政策課題を、政治、経済、法律、情報、文化などの諸分野にわたって研究し、問

題発見―問題解決型の思考様式に基づいて政策立案できる人材を養成することを目的とする。 

 

総合政策学科 

社会科学の専門的知識を学び、国、地方自治体、企業、団体などの抱える政策課題を研究し、そのうえで問題

解決を図ることができるような人材を養成することを目的とする。 

 

ライフマネジメント学科 

文化政策全般にわたる基礎的理解を通じて、政策学の視点から文化や芸術、スポーツを研究するとともに、文

化活動の推進、育成を支援する人材を養成することを目的とする。 
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スポーツマネジメント学部 

スポーツマネジメント学科 

多角的な視点からスポーツに対する理解を深め、現代社会における多様な課題を探求、解決できる人材を養成

すること、また、マネジメントの視点から、スポーツにおける多様な価値を実践的、論理的に追求する教育研

究を行うことを目的とする。 

 

□ 大学院 

学則 第５９条（修士課程） 

本学の大学院の修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門

性を要する職業等に必要な高度の能力を養うものとする。 

 

学則 第５９条の２（研究科及び専攻の目的） 

本学に置く研究科及び専攻の人材養成及び教育研究上の目的は、次のとおりとする。 

 

総合政策研究科 

国及び地方自治体並びに企業等で活躍し得る豊かな創造性と的確な判断力を備えた高度の専門的能力を持っ

た職業人を養成する。 

 

政策行政専攻 

ガバナンス・個別政策研究及び国際関係・地域研究を主たる研究対象とし、行政に重点を置いた政策の立案・

実施・評価に関する教育研究を行うことを目的とする。 

 

芸術情報研究科 

様々な芸術表現の可能性やメディアを駆使した芸術を多角的に追求するため、社会的、国際的に通用する情報

表現及び音楽表現における幅広い分野にわたって高度の専門的能力を持った職業人を養成する。 

 

情報表現専攻 

映像・音響、CG・美術、ゲーム・ソーシャルネットワークの各分野に関する幅広い基礎の上に新しい時代のメ

ディアコンテンツの制作や研究開発に関する教育研究を行うことを目的とする。 

 

音楽表現専攻 

器楽、声楽、ジャズ＆コンテンポラリー、音楽創作、アート・マネージメント、音楽教育及び音楽理論の各分

野に関する個々の分野での高度の専門性を追求と同時に多角的な視座を養う教育研究を行うことを目的とす

る。 

 

入学定員・収容定員                             

□ 大学 

学則 第４条（学部） 

本学の学部、学科、その収容定員は、次のとおりとする。 

学 部 学 科 入学定員 編入学定員 収容定員 

(1) 芸術情報学部 

情報表現学科 190名 10名 780名 

音楽表現学科 70名 20名 320名 

音楽応用学科 70名 10名 300名 

舞台表現学科 70名 10名 300名 

(2) 総合政策学部 総合政策学科 100名 － 400名 

(3)スポーツマネジメント学部 スポーツマネジメント学科 160名 － 640名 

合    計 660名 50名 2,740名 
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２ 総合政策学科及びスポーツマネジメント学科への編入学は、収容定員に対する欠員の状況を勘案して行

うものとする。 

 

□ 大学院 

学則 第５条（大学院） 

本学に大学院を置き、課程は修士課程とし、研究科、専攻、その収容定員は、次のとおりとする。 

研 究 科 専  攻 入学定員 収容定員 

芸術情報研究科 
情報表現専攻 10名 20名 

音楽表現専攻 10名 20名 

総合政策研究科 政策行政専攻 10名 20名 

合    計 30名 60名 

 

 

入学者受入方針、教育課程編成・実施方針、学位授与方針            

□ ３つのポリシー 

 

 

学修成果の評価の基準                            

□ アセスメント・ポリシー 

 

 

教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力               

□ 学部・学科・大学院 

 

 

校地・校舎等の施設その他の学生の教育研究環境                

□ キャンパス案内 

□ 大学までのアクセス 

□ 学生の修学、進路選択及び心身の健康等の支援 

□ メディアセンター 

□ メディアセンター蔵書数 

図書 学術雑誌 視聴覚資料 

（点数） 

電子ジャーナル 

（種類） 冊数 うち外国書 種類 うち外国書 

166,455 32,573 840 145 33,827 16 

 

 

 

  

https://www.shobi-u.ac.jp/about/policy/educational
https://www.shobi-u.ac.jp/about/policy/assessment
https://www.shobi-u.ac.jp/faculty/
https://www.shobi-u.ac.jp/about/campus/
https://www.shobi-u.ac.jp/access/
https://www.shobi-u.ac.jp/life/
https://www.shobi-u.ac.jp/mediacenter/
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学修の成果にかかる評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準        

□ 大学 

学則 第２９条（授業科目） 
授業科目は、必修科目、選択科目及び自由科目に分ける。授業科目は、教授会の定めるところに従い、各年次の春学期又

は秋学期に配当する。 

２ 各学期に配当された科目は、その学期に限り履修することができる。ただし、下級学期に配当された授業科目を上級

学期において履修することは妨げない。 

３ 各学期に履修できる授業科目は、第３１条に定める単位の計算方法に基づき、２２単位を上限とする。ただし、自由

科目はこれに含めない。 

４ 各学期に演習を２単位以上履修し、第４２条に定める評点について、別途各学部で定める内規により一定の基準を満

たす者に対し、２６単位までの履修を認めることがある。 

５ 授業科目の種類、単位数等は、別表第１のとおりとする。 

６ 授業科目の履修方法に関し必要な事項は、別に定める。 

 

学則 第３０条（授業の方法） 
授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行うものとする。 

 

学則 第３１条（単位計算方法） 
授業科目の単位計算方法は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授

業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するも

のとする。 

（１）講義については、１５時間の授業をもって１単位とする。 

（２）演習については、１５時間から３０時間の授業をもって１単位とする。 

（３）外国語科目については、３０時間の授業をもって１単位とする。 

（４）実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間の授業をもって１単位とする。ただし、芸術等の分野にお

ける個人指導による実技の授業については、１０時間の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業研究、卒業演奏及び卒業作品の授業科目については、これらの学修の成果を評価して

単位を与えることができる。 

 

学則 第３２条（単位の授与） 
授業科目を履修し、第 41条に定める考査方法に合格した者には、所定の単位を与える。 

 

学則 第３４条（成績評価基準等の明示等） 
各学部は、学生に対して、授業の方法及び内容並びに 1年間の授業の計画をあらかじめ明示するものとする。 

２ 各学部は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生に対してそ

の基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがって適切に行うものとする。 

 

学則 第４１条（考査方法） 
学業成績については、学期末試験を行い、中間試験、タームペーパー等の成績を勘案して考査する。 

２ やむをえない理由のため、定期の試験を受けられなかった授業科目については、追試験を受けることができる。 

３ 定期試験及び追試験を受けなかった授業科目については、その理由のいかんにかかわらず不合格とする。 

４ 不合格科目については、改めて履修することを妨げない。 

５ 外国語、情報科目、特論、基礎演習、演習及び総合演習等、試験あるいは試験のみによる学業成績の考査を適当とし

ない授業科目については、教授会が他の考査方法を定めることがある。 

６ 各試験の時期等については、別に定める。 

 

学則 第４２条（成績） 
授業科目の試験等の成績は、秀、優、良、可、不可の５種の評語をもって表わし、秀、優、良、可を合格、不可を不合格

とする。合格した授業科目については、所定数の単位を与える。 

（１）学業成績の到達度は、平均評点値をもって表示する。 

（２）平均評点値は、履修した自由科目を除くすべての授業科目の各評語について、１単位あたり秀４点、優３点、良２

点、可１点、不可０点の評点を与えることによって算出する。 

（３）各授業科目の担当者は、履修者に与えた評語の比率を開示しなければならない。 

 

学則 第４３条（授業評価） 
各学期末に、各授業科目について担当教員に対する履修者の評価を調査しなければならない。  
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学則 第５２条（卒業） 
本学学部に４年以上在学し、次表の条件を満たし、かつ１２４単位以上を修得した者については、教授会の議を経て、学

長が卒業を認定する。ただし、第４年次において原級にとどめられ、春学期において卒業要件を満たした者は教授会の議

を経て、学長が卒業を認定することがある。 

学部、学科 

 

科目 

芸術情報学部 総合政策学部 スポーツマネジメント学部 

情報表現学科 

音楽表現学科 

音楽応用学科 

舞台表現学科 

総合政策学科 
ライフマネジ

メント学科 
スポーツマネジメント学科 

（１）教養科目 26単位以上 30単位以上 

（２）専門科目 86単位以上 82単位以上 

（３）学部間自由選択科目 12単位以内 12単位以内 

合 計 124単位以上 124単位以上 

２ 所属学部の許可を得て他学部他学科の専門科目を履修した場合、所属学部の定める単位数の授業科目を当該学部又は

学科の専門科目の修得単位かえることができる。 

３ 学部間自由選択科目とは上表（１）及び（２）の修得単位の要件を満した上、これら諸科目に属する他学部他学科の

授業科目を自由に選択し、かつ卒業に必要な修得単位に算入できるものをいう。ただし、他学部他学科の授業科目の履修

については当該学部の許可を要する。 

 

□ 大学院 

学則 第６５条（履修方法） 
学生は、大学院に２年以上在学し、次に掲げる各専攻の授業科目を３０単位以上修得しなければならない。 

  芸術情報研究科情報表現専攻 

   専門科目 

    選択必修        ６単位以上 

    選択         １８単位以上 

    （音楽表現専攻の科目を２科目４単位まで修得できるものする。） 

    （総合政策研究科の科目を２科目４単位まで含むことができる。） 

    論文・制作特別演習（必修）６単位 

 

  芸術情報研究科音楽表現専攻 

   専門科目 

    選択必修         ８単位以上又は１６単位以上 

    選択          １８単位以上又は１０単位以上 

        （情報表現専攻の科目を２科目４単位まで含むことができる。） 

    論文特別演習又はリサイタル演習（選択必修）４単位以上 

 

  総合政策研究科政策行政専攻 

   基本科目          ８単位以上 

   関連科目         １４単位以上 

      総合政策特殊研究      ８単位 

 

学則 第７３条（課程修了の要件及び認定） 
大学院を修了するためには、第６０条に規定する標準修業年限以上在学し、授業科目について所定の単位を修得し、かつ、

必要な研究指導を受けた上、学位論文（修士論文並びに修士制作及び修士演奏を含む。以下この条において同じ。）又は

特定の課題についての研究の成果の審査及び試験に合格しなければならない。ただし、在学期間に関しては、優れた業績

を上げたと認められる者については、当該課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 大学院修了の認定は、研究科委員会が行う。なお、第２年次において原級にとどめられ、春学期において修了要件を

満たした者は研究科委員会の議を経て、修了を認定することがある。 

３ 学位論文の審査及び最終試験については尚美学園大学大学院学位規程（以下「学位規程」という。）の定めるところ

による。 
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成績評価の指標（GPA）の概要                               

□ 本学で成績評価の指標とする GPA（Grade Point Average ）の算出方法 

 
○本学におけるＧＰＡの内容（指標の算出方法） 

 各学期末に行われる成績評価（総合点）によって行う。 

100～60 点は合格、59 点以下は不合格。カッコ内はグレードポイント （GP） 

秀（４）100～90 点、優（３）89～80 点、良（２）79～70 点、可（１）69～60 点、不可（０）59 点以下、失格・欠席（０） 

GPA の計算式： GPA=（GP×単位数）の総和÷履修単位数の総和 

（GPA は、小数点第三位の値を四捨五入し、小数点第二位までとする） 

○本学におけるＧＰＡの適切な実施状況 

 本学では春学期（前期）及び秋学期（後期）の期末試験実施終了後、それぞれ確定した成績をもとに GPA 計算式により算出 

し、成績表に過去の GPA の数値の推移とともに記載し、学生に配付（フィードバック）している。その GPA の状況により、指導 

担当者（アドバイザー）より履修指導を実施している。また、GPA が基準を上回った場合には、履修上限単位数を 22 単位から 

26 単位にする対応も行っている。 

○授業の成績分布状況は、学期毎に成績評価の比率（指標の比率）を公表している 

 

 

 

 

取得可能な学位                               

□ 大学 

学 部 学 科 学位名称 

芸術情報学部 

Faculty of Informatics for Arts  

情報表現学科  

Department of Information Expression  
学士（芸術情報） 

音楽表現学科 

Department of Music Expression  
学士（芸術情報） 

音楽応用学科 

Department of Music Business Development 
学士（芸術情報） 

舞台表現学科 

Department of Performing Arts 
学士（芸術情報） 

総合政策学部 

Faculty of Policy Management  

総合政策学科  

Department of Policy Management  
学士（総合政策） 

ライフマネジメント学科 

Department of Human Life Management 
学士（総合政策） 

スポーツマネジメント学部 

Faculty of Sport Management 

スポーツマネジメント学科 

Department of Sport Management 

学士（スポーツマネ

ジメント） 

 

□ 大学院 

研究科 学 科 学位名称 

芸術情報研究科 

School of Informatics for Arts 

情報表現専攻  

Division of Media Arts 
修士（情報表現） 

音楽表現専攻  

Division of Musical Arts 
修士（音楽表現） 

総合政策研究科 

School of Policy and Management Studies 

政策行政専攻  

Public Policy and Administration Studies 
修士（総合政策） 
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授業科目                                  

□ ＷＥＢシラバス 

 

資格の取得                                 

□ 教職課程 

□ 学芸員課程 

□ その他資格 

〇ビジネス著作権検定 

令和 3年度 
  

資格名 受験者数 合格者数 

ビジネス著作権検定上級 5 1 

ビジネス著作権検定初級 20 8 

 

〇サッカー審判員 

公益財団法人日本サッカー協会の審判員制度である「サッカー審判員 4級」の資格を 1年次に原則取得し、4年間更新を行って

います。また、その中でも優秀な審判員は、「同審判員 3級」の資格を取得しています。 

公益財団法人日本サッカー協会／審判員に関する HP：http://www.jfa.jp/referee/system/ 

 

〇日本語能力試験 N1取得 

現在、本学では 369名（2022年 5 月 1日現在）の留学生が在籍し、日本で就職を目指す留学生には最低限必要となる「日本語

能力試験 N1」の資格取得を積極的に勧めています。そこで、本学後援会（保護者組織）からの補助を活用し、N1合格者に対し

て受験料の補助を行っております。 

過去の N1合格者で補助を利用した留学生は以下の通りです。 

2020年度：23 名 

2021年度：27 名 

※補助を利用した人数であり、合格者が上記数より多いことがあります。 

主催：公益財団法人日本国際教育支援協会／独立行政法人国際交流基金 HP：http://info.jees-jlpt.jp/what/ 

 

 

海外協定校                                 

□ 海外交流・研修 

 

大学間連携                                 

□ 彩の国コンソーシアム 

 

産官学連携                                 

□ 尚美総合芸術センター 

  

https://portal.shobi-u.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx
https://www.shobi-u.ac.jp/certification/qualification/teacher/
https://www.shobi-u.ac.jp/certification/qualification/curator/
http://www.jfa.jp/referee/system/
http://info.jees-jlpt.jp/what/
https://www.shobi-u.ac.jp/life/international/exchange
http://www.saicon.jp/index.html
https://www.shobi-u.ac.jp/sac/
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学事予定                                  

□ 令和 4年度（令和 4年 4月 1日現在） 

※新型コロナウイルス感染症への対応のため日程変更が生じています。 
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学費                                    

□ 大学 
（単位：円）  

学 部 学 科 入学金 授業料 教育充実費 合計 

芸術情報学部 情報表現学科  250,000 1,000,000 400,000 1,650,000 

音楽表現学科 250,000 1,250,000 400,000 1,900,000 

音楽応用学科 250,000 1,250,000 400,000 1,900,000 

舞台表現学科 250,000 1,250,000 400,000 1,900,000 

総合政策学部 総合政策学科  200,000 750,000 250,000 1,200,000 

スポーツマネジメント学部 スポーツマネジメント学科 200,000 800,000 280,000 1,280,000 

 

□ 大学院 

（単位：円）  

研究科 専 攻 入学金 授業料 教育充実費 合計 

芸術情報研究科 情報表現専攻 185,000 850,000 200,000 1,235,000 

音楽表現専攻 185,000 1,100,000 200,000 1,485,000 

総合政策研究科 政策行政専攻  140,000 680,000 120,000 940,000 

 

特待制度                                  

特待制度の状況  

① 特待生選抜（入学試験特待生（試験成績優秀者）） 

特待生を希望し、入学試験(特待生選抜)において本学の基準を満たす成績を修めた者を対象として、試験結果の上位から

選定します。 

定 員：10名以内（一般選抜募集人員に含む） 

免除額：授業料全額、授業料半額、授業料の 30％の 3 種類 

 

② 在学生特待制度（成績優秀者） 

在学生のうち学業成績の優秀な者を特待生として処遇し、勉学を奨励します。 

減免額…授業料全額（最大） 

人数…18名（各学科・各学年（2・3・4年）から 1名） 

対象…前年度の学業成績（GPA）上位者 

 

入学試験特待生 ※AO入試 特待生（情報表現学科のみ）含む  

  情報表現 音楽表現 音楽応用 舞台表現 総合政策 ライフマネジメント スポーツマネジメント 

1年 2 2 2 1 0 
 

0 

2年 4 1 2 1 2 
 

0 

3年※ 4 0 0 0 0 
 

0 

4年※ 7 0 0 0 0 0  

スポーツ特別奨学生 

  情報表現 音楽表現 音楽応用 舞台表現 総合政策 ライフマネジメント スポーツマネジメント 

1年 0 0 0 0 3 
 

11 

2年 0 0 0 0 2 
 

15 

3年 0 0 0 0 3 
 

13 

4年 0 0 0 0 3 15  

在学生特待生（成績優秀者） 

  情報表現 音楽表現 音楽応用 舞台表現 総合政策 ライフマネジメント スポーツマネジメント 

2年 1 1 1 1 1 
 

1 

3年 1 1 1 1 1 
 

1 

4年 1 1 1 1 1 1  
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奨学金                                   

□ 日本学生支援機構奨学金 
教育の機会均等の理念のもと、意欲と能力のある学生等が、自らの意志と責任において大学等で学ぶことができるよう、国の重要な

教育事業として実施されています。 

 

◇貸与奨学金 

○種類（金額は月額） 

学部生 

・第一種奨学金(利息なし) 

自宅通学者：20,000 円、30,000 円、40,000 円、54,000 円 

自宅外通学者：20,000 円、30,000 円、40,000 円、50,000 円、64,000 円 

※2020 年度から始まった新しい給付奨学金と併せて第一種奨学金の貸与を受ける場合、貸与を受けられる月額の上限

額が制限されます。 

※申込時の家計収入が一定額以上の場合は、各区分の最高月額以外の月額から選択することになります。 

・第二種奨学金(利息付) 

20,000 円から 120,000 円までの間で、10,000 円単位で月額を選択できます。 

大学院生 

・第一種奨学金(利息なし) 

50,000 円、88,000 円 

・第二種奨学金(利息付) 

50,000 円、80,000 円、100,000 円、130,000 円、150,000 円 

 

○推薦基準（詳細は日本学生支援機構 HP をご覧ください。） 

学習活動、その他生活の全般を通じて態度・行動が学生にふさわしく、将来良識のある社会人として活動できる見込みがあり、

人物・学力の申込基準を満たしている奨学金申込者を本学で選考の上、機構に推薦をして家計審査を行い、奨学生としての採

用が決定されます。 

①学力基準 

学部生 

・「第一種奨学金のみ」または「併用貸与」 

1年次生：高等学校または専修学校高等課程最終 2か年の成績の平均が 3.5以上であること。または、高等学校卒業

程度認定試験合格者であること。 

2 年次生以上：本人の属する学部(科)の上位 1/3 以内であること。 

・「第二種奨学金」 

出身学校または在籍する学校における成績が平均水準以上と認められること。 

大学院生 

・「第一種奨学金のみ」または「併用貸与」 

大学等・大学院における成績が特に優れ、将来、研究能力または高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能

力を備えて活動することができると認められること。 

・「第二種奨学金」 

大学院における学修に意欲があり、学業を確実に修了できる見込みがあると認められること。 

②家計基準 

学部生 

申込時の家計支持者の年収(給与所得の場合)・所得金額(給与以外の収入の場合)等から、特別控除額を差し引いた金

額が、世帯人数ごとに設定された収入基準額以下であること。 

大学院生 

本人の収入（定職、アルバイト、父母等からの給付、奨学金、その他の収入により本人が 1 年間に得た金額）と配偶者の

定職収入の金額の合計額が、下記の金額以下の場合選考の対象となります。なお、定職収入が給与所得以外の場合

は、収入金額から必要経費を控除した額となります。 

  

◇給付奨学金（高等教育の修学支援制度） 

経済的理由で大学・専門学校への進学をあきらめないよう、2020 年 4 月から、新制度がスタートしています。 

世帯収入の基準を満たしていれば、成績だけで判断せず、しっかりとした「学ぶ意欲」があれば支援を受けることができます。 

また、給付型奨学金の対象となれば、大学・専門学校等の授業料・入学金も免除又は減額されます。 

 

◯支給額 

給付奨学生として採用されてから卒業する（修業年限の終期）まで、世帯の所得金額に基づく区分に応じて、学校の設置者（国 

公立・私立）及び通学形態（自宅通学・自宅外通学）により定まる下表の金額（月額）が、原則として毎月振り込まれます。 

 

【私立・大学の場合】 

＜自宅通学者＞ 

第 1 区分：38,300 円（42,500 円） 

第 2 区分：25,600 円（28,400 円） 

第 3 区分：12,800 円（14,200 円） 
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＜自宅外通学者＞ 

第 1 区分：75,800 円 

第 2 区分：50,600 円 

第 3 区分：25,300 円 

 

1.生活保護世帯（受けている扶助の種類を問いません。）で自宅から通学する人及び児童養護施設等（※）から通学する人

等は、自宅通学者のカッコ内の金額となります。 

2.自宅通学とは、学生が生計維持者（父母等）と同居している（またはこれに準ずる）状態のことをいいます。「自宅外通学」

の月額を選択する場合、自宅外通学であることの証明書類の提出が必要です。 

自宅外通学については日本学生支援機構 HP をご確認ください。 

※「児童養護施設等」とは、児童養護施設、児童自立支援施設、児童心理治療施設（情緒障害児短期治療施設から改称）、

児童自立生活援助事業（自立援助ホーム）を行う者、小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム）を行う者、里親を指し

ます。 

 

◯貸与奨学金（第一種奨学金・第二種奨学金）を併せて利用する場合 

給付奨学金と第一種奨学金を併せて利用する場合、第一種奨学金の貸与月額が制限されます。なお、第二種奨学金の貸

与月額には、給付奨学金の利用は影響しません。 

 

【2020 年度以降採用の給付奨学金受給中の第一奨学金の貸与月額（私立・大学）（単位：円）】 

＜自宅通学者＞ 

第 1 区分：0 円 

第 2 区分：0 円 

第 3 区分：21,700(20,000、30,300)円 

 

＜自宅外通学者＞ 

第 1 区分：0 円 

第 2 区分：0 円 

第 3 区分：19,200 円 

 

※親と同居している生活保護世帯の人、児童養護施設等から通学する人は、()内の金額となります。  

※調整後の貸与月額表において、20,000 円の設定は平成 30 年度以降入学者が選択できる月額であり、平成 29 年度以前

入学者は 20,000 円を選ぶことはできません。 

 

◯申込資格（詳細は日本学生支援機構 HP をご覧ください。） 

次の（1）及び（2）の両方に該当する人が申し込めます。 

（1）大学等への入学時期等に関する資格 

（2）在留資格等に関する資格 

 

◯選考基準（詳細は日本学生支援機構 HP をご覧ください。） 

給付奨学金の支給を受けるには、次の（1）と（2）の両方を満たす必要があります。 

（1）学業成績等に係る基準 

学業成績等に係る基準は以下のとおりです。 

 

【1 年次】 

次の 1～3 のいずれかに該当すること。 

1：高等学校等における評定平均値が 3.5 以上であること、又は、入学者選抜試験の成績が入学者の上位 2 分の 1 の範囲

に属すること 

2：高等学校卒業程度認定試験の合格者であること 

3：将来、社会で自立し、活躍する目標を持って学修する意欲を有していることが、学修計画書等により確認できること 

 

【2 年次以上】 

次の 1、2 のいずれかに該当すること。 

1：GPA（平均成績）等が在学する学部等における上位 2 分の 1 の範囲に属すること 

2：修得した単位数が標準単位数以上であり、かつ、将来、社会で自立し、活躍する目標を持って学修する意欲を有している

ことが、学修計画書により確認できること 

※採用基準となる GPA・修得単位数はともに「入学時から前年度（前学年）末までの累積」によって判定されます。 

※標準単位数以上でないことについて、災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められる場合には、修得単位数が

標準単位数未満であっても、学修意欲を有することが確認できれば、この基準を満たすことになります。 

※標準単位数＝卒業に必要な単位数÷修業年限×申込者の在学年数 

ただし、在学中の学業成績が次の 1.～3.のいずれかの基準に該当する場合は、支給対象外となります。 
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1．修業年限で卒業又は修了できないことが確定したこと。 

2．修得した単位数の合計数が標準単位数の 5 割以下であること。 

3．履修科目の授業への出席率が 5 割以下であることその他の学修意欲が著しく低い状況にあると認められること。 

 

※1 1.～3.のいずれかの基準に当てはまる場合であっても、災害・傷病、その他のやむを得ない事由がある場合は、支給対

象となり得ます。 

※2 編入学や転学をしている場合、編入学や転学前の学校で 1.～3.のいずれかの基準に当てはまる場合は採用となりませ

ん。 

 

（2）家計に係る基準（収入基準・資産基準） 

あなたと生計維持者が、次の「収入基準」及び「資産基準」のいずれにも該当する必要があります。 

父母がいる場合は、原則として父母（2 名）が「生計維持者」となりますが、生計維持者が誰であるか不明な場合は、日本学

生支援機構 HP の「生計維持者について」、もしくは「生計維持者に係る Q&A」をご確認ください。 

 

1.収入基準 

収入基準は以下のとおりです。（日本学生支援機構 HP 内の「進学資金シミュレーター」で、収入基準に該当するかおおよそ

の確認ができますので、ご利用ください。） 

 

【第 1 区分】あなたと生計維持者の市町村民税所得割が非課税であること（※1）。 

【第 2 区分】あなたと生計維持者の支給額算定基準額（※2）の合計が 100 円以上 25,600 円未満であること。 

【第 3 区分】あなたと生計維持者の支給額算定基準額（※2）の合計が 25,600 円以上 51,300 円未満であること。 

 

※1 ふるさと納税、住宅ローン控除等の税額控除の適用を受けている場合、各区分に該当しない場合があります。 

※2 支給額算定基準額(a)＝課税標準額×6％－（調整控除額＋調整額）(b)（100 円未満切り捨て） 

支給額算定基準額を算出するための「課税標準額」「調整控除額」「調整額」は、課税証明書や所得証明書に必ず記載され

ているものではありません。なお、「マイナポータル」を活用すれば、市町村民税の課税標準額などを調べることができます。 

 

(a)市町村民税所得割が非課税の人は、（※1）の場合を除き、この計算式にかかわらず、支給額算定基準額が 0 円となりま

す。 

(b)政令指定都市に対して市民税を納税している場合は、（調整控除額＋調整額）に 4 分の 3 を乗じた額となります。 

 

2.資産基準 

あなたと生計維持者（2人）の資産額（※）の合計が2,000万円未満（生計維持者が1人のときは1,250万円未満）であること。 

※資産とは、現金やこれに準ずるもの（投資用資産として保有する金・銀等、預貯金、有価証券の合計額を指し、土地等の

不動産は含みません）。 

なお、資産に関する証明書（預金通帳のコピー等）の提出は不要です。  
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2022 年度 日本学生支援機構奨学金 給付・貸与者数 

学部 学科 種別 1 年 2 年 3 年 4 年 種別計 

芸術情報学部 情報表現学科 給付 17 22 25 12 76 

第一種 25 35 39 29 128 

第二種 33 63 60 45 201 

音楽表現学科 給付 3 15 9 13 40 

第一種 4 10 13 8 35 

第二種 11 25 23 25 84 

音楽応用学科 給付 10 10 4 7 31 

第一種 8 9 7 9 33 

第二種 9 22 21 28 80 

舞台表現学科 給付 3 4 7 7 21 

第一種 3 5 10 6 24 

第二種 9 8 15 9 41 

総合政策学部 総合政策学科 給付 8 8 10 3 29 

第一種 10 12 13 8 43 

第二種 17 27 29 15 88 

ライフマネジメント学

科 

給付 0 0 1 18 19 

第一種 0 0 2 24 26 

第二種 0 0 1 38 39 

スポーツマネジメント

学部 

スポーツマネジメント

学科 

給付 22 34 28 0 84 

第一種 32 38 32 0 102 

第二種 34 68 82 0 184 

学年別計 

給付計 63 93 84 60 300 

第一種計 82 109 116 84 391 

第二種計 113 213 231 160 717 

合計 258 415 431 304 1408 

 

研究科 専攻 種別 1 年 2 年 種別計 

芸術情報研究科 

情報表現専攻 
第一種 0 0 0 

第二種 0 0 0 

音楽表現専攻 
第一種 2 2 4 

第二種 1 1 2 

総合政策研究科 政策行政専攻 
第一種 0 0 0 

第二種 0 0 0 

学年別計 

第一種 2 2 4 

第二種 1 1 2 

合計 3 3 6 
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□授業料等減免（高等教育の修学支援新制度） 

日本学生支援機構 給付奨学金と同一の基準となっており、給付型奨学金の対象者が併せて対象者となります。世帯収入に応じ

た３段階の区分で支援額が決まります。 

 

◇減免額一覧 

〇入学金 

学 部 第一区分 第二区分 第三区分 

芸術情報学部 250,000 円 166,700 円 83,400 円 

総合政策学部 200,000 円 133,400 円 66,700 円 

スポーツマネジメント学部 200,000 円 133,400 円 66,700 円 

 

〇授業料（年間） 

2020年度以降入学者 

学 部 第一区分 第二区分 第三区分 

全学部 700,000 円 466,700 円 233,400 円 

 

2019年度以前入学者 

学 部 第一区分 第二区分 第三区分 

芸術情報学部 700,000 円 466,700 円 233,400 円 

総合政策学部 680,000 円 453,400 円 226,700 円 
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学生データ                                 

□ 入学者数 

学 部 志願者 入学者 

芸術情報学部 564 433 

編入学 56 40 

合 計 620 473 

総合政策学部 131 94 

編入学 21 18 

合 計 152 112 

スポーツマネジメント学部 234 194 

 

研究科 志願者 入学者 

芸術情報研究科 50 25 

総合政策研究科 11 8 

 

□ 学生数 

学 部 在籍者数 研究科 在籍者数 

芸術情報学部 1945 芸術情報研究科 48 

総合政策学部 660 総合政策研究科 17 

スポーツマネジメント学部 634   

 

□ 出身地別在学生情報 
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□ 留学生出身国・地域（学部在籍者、休学者を含む） 
国 名 人数 国 名 人数 国 名 人数 

中華人民共和国 189 大韓民国 52 ベトナム 32 

マレーシア 16 ネパール 4 台湾 5 

ミャンマー 3 モンゴル 3 スリランカ 2 

インドネシア 2 ロシア 2 チュニジア 1 

メキシコ 1 ガーナ 1 スウェーデン 1 

タイ 1 バングラデシュ 1 オーストリア 1 

 

 

□ 社会人学生数 

学部 人数 

芸術情報学部 0 

総合政策学部 0 

スポーツマネジメント学部 0 

総合政策研究科 0 

芸術情報研究科 0 

 

 

□ 卒業生数  

学部 学科 

令和 3年度

（2021年度）

卒業生数 

入学年度別内訳 

H30 

(2018) 

H29 

(2017) 

H28 

(2016) 

H27 

(2015) 

H26 

(2014) 

編入 再入学 

芸術情報学部 情報表現学科 173 142 17 3 2 0 8 1 

音楽表現学科 69 59 7 1 0 0 2 0 

音楽応用学科 58 52 4 1 0 0 1 0 

舞台表現学科 53 50 3 0 0 0 0 0 

総合政策学部 総合政策学科 83 73 6 0 0 1 3 0 

ライフマネジメント学科 107 105 1 0 0 1 0 0 

 

 

□ 卒業生総数 

卒業・修了者数 

大学 11,190 

大学院 468 

合 計 11,658 
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□ 学位取得状況 

 

※編入学生、再入学を除く 

 
入学年 専攻 学位名称 入学者 学位取得者 学位取得状況 

R2 

(2020) 

総合政策研究科 政策行政専攻 修士（総合政策） 8 7 87.5% 

芸術情報研究科 情報表現専攻 修士（情報表現） 12 11 91.7% 

芸術情報研究科 音楽表現専攻 修士（音楽表現） 3 3 100.0% 

計   23 21 91.3% 

H31 

(2019) 

総合政策研究科 政策行政専攻 修士（総合政策） 5 5 100.0% 

芸術情報研究科 情報表現専攻 修士（情報表現） 9 8 88.9% 

芸術情報研究科 音楽表現専攻 修士（音楽表現） 8 6 75.0% 

計   22 19 86.4% 

H30 

(2018) 

総合政策研究科 政策行政専攻 修士（総合政策） 10 10 100.0% 

芸術情報研究科 情報表現専攻 修士（情報表現） 6 6 100.0% 

芸術情報研究科 音楽表現専攻 修士（音楽表現） 8 5 62.5% 

計   24 21 87.5% 

 

 

 

  

入学年 学科 学位名称 入学者 学位取得者 学位取得状況 

H30 

(2018) 

芸術情報学部 情報表現学科 学士（芸術情報） 208 142 68.3% 

芸術情報学部 音楽表現学科 学士（芸術情報） 84 59 70.2% 

芸術情報学部 音楽応用学科 学士（芸術情報） 78 52 66.7% 

芸術情報学部 舞台表現学科 学士（芸術情報） 76 50 65.8% 

総合政策学部 総合政策学科 学士（総合政策） 114 73 64.0% 

総合政策学部 ﾗｲﾌﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 学士（総合政策） 135 105 77.8% 

計   695 481 69.2% 

H29 

(2017) 

芸術情報学部 情報表現学科 学士（芸術情報） 176 116 65.9% 

芸術情報学部 音楽表現学科 学士（芸術情報） 87 65 74.7% 

芸術情報学部 音楽応用学科 学士（芸術情報） 66 40 60.6% 

芸術情報学部 舞台表現学科 学士（芸術情報） 87 60 69.0% 

総合政策学部 総合政策学科 学士（総合政策） 102 72 70.6% 

総合政策学部 ﾗｲﾌﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 学士（総合政策） 113 98 86.7% 

計   631 451 71.5% 

H28 

(2016) 

芸術情報学部 情報表現学科 学士（芸術情報） 163 118 72.4% 

芸術情報学部 音楽表現学科 学士（芸術情報） 67 46 68.7% 

芸術情報学部 音楽応用学科 学士（芸術情報） 72 55 76.4% 

芸術情報学部 舞台表現学科 学士（芸術情報） 82 68 82.9% 

総合政策学部 総合政策学科 学士（総合政策） 79 58 73.4% 

総合政策学部 ﾗｲﾌﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 学士（総合政策） 155 120 77.4% 

計   618 465 75.2% 
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□ 卒業後の進路状況 

令和 3年度（全卒業生＝国内生＋留学生） 

学科名 
卒業者数

※１ 

進路の内訳 

就職 

希望者数 

就職者数※０ 

（就職率％※２） 

進学者数※３ 

（大学院） 

フリーランス

起業等者数 
その他※４ 

情報表現学科 173 105 83 79.0 8 6 2 80 

音楽表現学科 69 37 27 75.0 5 5 5 32 

音楽応用学科 58 34 27 79.4 2 1 3 26 

舞台表現学科 53 31 24 80.0 3 0 10 16 

芸術情報学部 計 353 207 161 77.8 18 12 20 154 

総合政策学科 83 52 43 82.7 4 3 0 36 

ライフマネジメント学科 107 94 87 92.6 0 0 2 18 

総合政策学部 計 190 146 130 89.0 4 3 2 54 

全学 合計 543 353 291 82.4 22 15 22 208 

※０自営（家業継承者などを含む） 

※１卒業者数＝就職者数＋フリーランス・起業等者数＋進学者数＋その他 

※２就職率＝就職者数／就職希望者数 

※３進学者数＝大学院進学者数＋専門学校進学者数＋その他の学校進学者数＋留学者数 （  ）内は大学院進学者数 

※４その他＝就職活動継続者＋アルバイト＋家事従事＋就職希望せず＋不明、帰国（留学生） 

 

 

令和 3年度（全卒業生＝国内生のみ） 

学科名 
卒業者数

※１ 

進路の内訳 

就職 

希望者数 

就職者数※０ 

（就職率％※２） 

進学者数※３ 

（大学院） 

フリーランス

起業等者数 
その他※４ 

情報表現学科 141 100 81 81.0 4 2 2 54 

音楽表現学科 65 36 26 72.2 4 4 5 30 

音楽応用学科 48 32 26 81.3 2 1 3 17 

舞台表現学科 51 30 23 76.7 3 0 10 15 

芸術情報学部 計 305 198 156 78.8 13 7 20 116 

総合政策学科 37 29 24 82.8 2 2 0 11 

ライフマネジメント学科 105 94 87 92.6 0 0 2 16 

総合政策学部 計 142 123 111 90.2 2 2 2 27 

全学 合計 447 321 267 83.2 15 9 22 143 

※０自営（家業継承者などを含む） 

※１卒業者数＝就職者数＋フリーランス・起業等者数＋進学者数＋その他 

※２就職率＝就職者数／就職希望者数 

※３進学者数＝大学院進学者数＋専門学校進学者数＋その他の学校進学者数＋留学者数 （  ）内は大学院進学者数 

※４その他＝就職活動継続者＋アルバイト＋家事従事＋就職希望せず＋不明、帰国（留学生） 
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□ 就職先  

令和 3年度 情報表現学科 就職先一覧 

映像・音楽・舞台 
 

建設 
 

製造 

株式会社テクニコ 
 

株式会社アタル開発 
 

株式会社西日本メタル 

株式会社三和映材社 
 

株式会社福岡工務店 
 

株式会社陽進堂 

株式会社 BAJ 
    

株式会社ザ・チューブ 
 

運輸 
 

サービス・その他 

株式会社 SOME 
 

日本交通株式会社 
 

株式会社テクノジャパン 

株式会社ステージループ 
   

株式会社エフイーティーブイ 

株式会社エヌアンドエヌ 
 

医療・介護・福祉 
 

株式会社ワールドインテック 

四季株式会社 
 

社会福祉法人名栗園 
 

フジアルテ株式会社 

株式会社トラストネットワーク 
 

アサヒサンクリーン株式会社 
 

パーソルプロセス＆テクノロジー株式会社 

有限会社たすく 
 

ひまわりにこにこ歯科 
 

株式会社 PE-BANK 

株式会社イマジネーション 
   

株式会社東洋 

株式会社パシフィックアートセンター 
 

教育・公務員 
 

日研トータルソーシング（株） 

株式会社ジャパンステージアート 
 

陸上自衛隊 
 

ディーシーファクトリー 

コンピュータ・ビジュアルシステム株式会社 
 

NPO 法人若者支援ひろば三愛 
 

株式会社アウトソーシングテクノロジー 

株式会社トラストネットワーク 
   

株式会社昭栄美術 

  
卸売・小売 

 
共同エンジニアリング株式会社 

情報通信 
 

株式会社ファイネス 
 

株式会社ビーコス 

株式会社 SIG 
 

株式会社防災コンサルタント 
 

株式会社クリーク･アンド･リバー社 

株式会社綜合システムプロダクツ 
 

株式会社カインズ 
 

株式会社ステージサービス群馬 

株式会社アルス・ウェアー 
 

有限会社エスワイコーポレーション 
 

フジアルテ株式会社 

株式会社システムプロシード 
 

株式会社ネクステージ 
 

株式会社アシイナ 

有限会社ディアフィールド 
 

株式会社ジーアフター 
  

株式会社ノア 
 

株式会社コスモネット 
  

株式会社 YSLソリューション 
 

マックスバリュ東海株式会社 
  

株式会社三恵クリエス 
 

株式会社平沢商会 
  

フォース株式会社 
 

クスリのアオキ 
  

スリーイン株式会社 
 

株式会社ダイエー 
  

株式会社オーセブン 
 

アイ・ティー・エックス株式会社 
  

株式会社ウィズ・ワン 
 

株式会社アールケイエンタープライズ 
  

株式会社 HMit 
 

株式会社 minamoto 
  

株式会社スピードリンクジャパン 
 

株式会社ジンズホールディングス 
  

ユー・アイ・ソリューションズ株式会社 
    

株式会社フロイント 
 

飲食・宿泊 
  

株式会社 AIS 
 

東立商事株式会社 
  

コンピュータ・ビジュアルシステム株式会社 
    

株式会社トラストネットワーク 
    

株式会社 ELE 
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令和 3年度 音楽表現学科 就職先一覧 

教員・公務員・その他(学童) 
 

音楽・エンタメ 
 

保険・金融 

航空自衛隊 
 

河口湖ステラシアター 
 

東洋証券株式会社 

戸田市立小学校 
 

株式会社インスタック・アーティスト 
  

川越市教育委員会 
 

株式会社テイチクエンタテインメント 
 

情報通信 

川越市立中学校 
   

株式会社ホープス 

根室市立中学校 
 

飲食・宿泊 
  

有限会社翼 
 

株式会社藤江 
 

サービス 

  
  

 
カズ株式会社 

教育・学習支援 
 

運輸 
 

NEXTスタッフサービス 

株式会社ビー・ファクトリー 
 

合同会社バーテックス 
 

ジャパンエレベーターサービス城西株式会社 

  
 

  
 

フジアルテ株式会社 

楽器・音楽教室 
 

医療・介護・福祉 
 

株式会社アップゲート 

滝沢音楽教室 
 

社会福祉法人みんなでいきる 
  

株式会社石森管楽器 
 

社会福祉法人章佑会 
  

  
 

  
  

飲食・宿泊 
 

卸売・小売 
  

株式会社共立メンテナンス 
 

株式会社 AMJ 
  

EGGS'N THINGS JAPAN株式会社 
    

 

令和 3年度 音楽応用学科 就職先一覧 

エンタメ・マスコミ 
 

医療・介護・福祉 
 

スポーツ 

株式会社ＧＶＭ 
 

医療法人優光会さくらい眼科 
 

株式会社 M-1スポーツメディア 

株式会社芸映 
 

  
  

株式会社テレビ埼玉（株式会社ユーネット） 
 

教育・学習支援 
 

サービス 

株式会社フラワーコミュニティ放送 
 

株式会社ライセンスアカデミー 
 

アディーレ法律事務所 

  
  

 
株式会社スイート・ピア 

音楽・芸能 
 

運輸 
 

株式会社 provision 

株式会社ラムゼス 
 

株式会社 OK-C 
 

株式会社シティクリエイションホールディングス 

Nack5(FMラジオ局） 
 

  
 

株式会社ＨＲインキュベータ 

日本クラウン株式会社 
 

卸売・小売 
  

株式会社テイチクエンタテインメント 
 

島村楽器株式会社 
  

株式会社ジィーズ 
 

KURAND 株式会社 
  

  
まんだらけ 

  
情報通信 

 
未活古着屋深緑 

  
株式会社ヒュービシステム研究所 

 
大網（あみあみ）株式会社 

  
NSS ホールディングス株式会社 

    
株式会社エクシング 

    
株式会社リーディ 
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令和 3年度 舞台表現学科 就職先一覧 

音楽・芸能 
 

卸売・小売 
 

映像・音響・舞台 

ASOBISYSTEM 
 

株式会社日産サティオ埼玉 
 

株式会社 DN2 

株式会社劇団東俳 
 

株式会社ピー・エス・インターナショナル 
  

  
 

株式会社シルビア 
 

不動産 

飲食・宿泊 
   

株式会社大樹 

株式会社さかづき flowerwall MONE 
 

情報通信 
  

  
株式会社アイエヌジー 

 
サービス・その他 

医療・介護・福祉 
 

株式会社ノア 
 

株式会社 Ling 

株式会社ベネッセスタイルケア 
 

株式会社システナ 
 

M&S ダンススタジオ 

  
株式会社アグラテジー 

 
株式会社むすびす 

建設 
   

シーデーピージャパン株式会社 

株式会社エクスアドメディア 
 

スポーツ 
 

株式会社東芸エンタテイメンツ 

  
 

株式会社東洋ホリデイスポーツクラブ 
  

製造 
 

株式会社 LAVA International 
  

株式会社セントラルプロフィックス 
 

株式会社 ZEN PLACE 
  

株式会社 Oosawa 
    

株式会社ストライプインターナショナル 
    

令和 3年度 総合政策学科 就職先一覧     

公務員 
 

建設 
 

サービス 

名古屋市教育委員会 
 

コンクリートコーリング株式会社 
 

日本郵便株式会社 

  
 

無垢スタイル建築設計株式会社 
 

喜和ホールディングス 

情報通信 
   

株式会社 MAYA STAFFING 

株式会社システナ 
 

スポーツ 
 

株式会社東宝国際 

安信株式会社 
 

株式会社 ZEN PLACE 
 

株式会社大黒屋 

株式会社 C-mind 
 

株式会社スクールパートナー 
 

株式会社東華 

  
   

株式会社クリア 

運輸 
 

飲食・宿泊 
 

東邦警備保障株式会社 

株式会社トランスポート 
 

九十九 
 

ALSOK群馬株式会社 

丸和運輸機関株式会社 
 

全聚徳 銀座店 
 

佐藤商事株式会社 

株式会社サトウ梱包 
 

株式会社韓流村 
 

丸徳産業株式会社 

  
 

株式会社松屋 
 

株式会社 BOA 

卸売・小売 
   

大東建託株式会社 

株式会社ビッグモーター 
 

医療・介護・福祉 
 

グローバルトラストネットワークス 

CAP スタイル株式会社 
 

医療法人社団草芳会介護老人保健施設エムズガーデン 

 
株式会社カシワバラ・グラウンド 

株式会社日産サティオ埼玉 
 

医療法人社団優善会歯科医院 
 

セントラル警備保障株式会社 

    
株式会社西友 

製造 
   

株式会社マーキュリー 

株式会社ソシア 
   

株式会社アジアホールディングス 

    
有限会社越後屋池田商店 
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令和 3年度 ライフマネジメント学科 就職先一覧 

スポーツ関係 
 

建設 
 

保険・金融 

株式会社ヴァンラーレ八戸 
 

大東建託株式会社 
 

廣建株式会社 

笑舞 CHEER＆DANCE STUDIO 
 

東建コーポレーション株式会社 
 

さくら損害保険株式会社 

株式会社Ｇravis 
 

浅野さく泉管工株式会社 
 

BSC モーゲージバンク株式会社 

和泉テクノ FC 
 

株式会社 nextage group 
 

株式会社ニューライフ 

スポーツクラブ NAS 株式会社 
 

UNITE株式会社 
 

  

株式会社ワールドスポーツ 
 

無垢スタイルグループ 
 

情報通信 

スポーツコミュニティ株式会社 
 

タクトホーム株式会社 
 

株式会社日本通信サービス 

  
近藤建設株式会社 

 
株式会社ジーネクスト 

公務員・学校・その他 
   

株式会社ネットワールド 

陸上自衛隊 
 

製造 
  

学校法人タイケン学園グループ日本ウェルネス高等学校 

 
株式会社アデランス 

 
サービス・その他 

南部教育事務所 
 

ゴーダエンブ株式会社テクノステージ工場 
 

株式会社メディロム 

相模原市教育委員会 
 

ボードライダーズジャパン株式会社 
 

株式会社 BANKANわものや 

埼玉県立工業技術高等学校 
 

ココロカ株式会社 
 

セコム上信越株式会社 

深谷市立小学校 
 

株式会社田中ダイカスト 
 

株式会社メディロム 

深谷市立小学校 
 

株式会社アイスコ 
 

株式会社ファイブイズホーム 

  
   

株式会社明和地所 

教育・学習支援 
 

医療・介護・福祉 
 

株式会社ナナミカ 

学校法人尚美学園 
 

株式会社ハナマウイ 
 

株式会社エイジェックグループ 

リーフラス株式会社 
 

株式会社 Red Bear 
 

株式会社日立ビルシステム 

一般社団法人飯能市学童クラブの会 
 

一般財団法人博慈会 
 

UGG MOP入間店 

株式会社ジャクパ 
   

株式会社大地 

株式会社 Birth47 
 

飲食・宿泊 
 

株式会社ベアーズ 

  
 

株式会社共立メンテナンス 
 

綜合警備保障株式会社 

エンタメ 
 

株式会社三ツ和 
 

株式会社ビルディング企画 

株式会社球舞 
   

株式会社 UT エイム 

株式会社サムライ・ロック・オーケストラ 
 

卸売・小売 
 

共栄建機株式会社 

  
 

株式会社メガネフラワー 
 

株式会社ファクトリージャパン 

運輸 
 

埼玉トヨタ自動車株式会社 
 

株式会社兵庫分析センター 

日本通運株式会社 
 

株式会社サンベルクスホールディングス 
 

MX モバイリング株式会社 

株式会社 KEYCREW 
 

アクシアルリテイリング株式会社 
 

セントラル警備保障株式会社 

株式会社丸和運輸機関 
 

株式会社ネクステージ 
 

株式会社福みみ 

    
株式会社メディロム 

    
株式会社 meleap 

    
株式会社ジェイテック 
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運営組織                                  

   芸術情報学部 学部長 恩田 憲一 

 
    

 
  

    

 
    

総合政策学部 学部長 金原 由紀子 

 
  

 

 
  

    

 
    

スポーツマネジメント学部 学部長 小泉 昌幸 

 
  

 

 
  

    

 
    

芸術情報研究科 研究科長 山﨑 岩男 

 
  

 

学 長 
久保 公人 

  
    

    
総合政策研究科 研究科長 安 章浩 

  
 

 
   

    

 
   

 教務部 部 長 加藤 順一 

副学長 
富澤 一誠 

    

  
    

  
 学生部 部 長 小野里 真弓 

 
    

 
  

    

 
    

キャリア・就職部 部 長 坪口 昌恭 

 
  

 

 
  

    

 
    

国際交流センター センター長 伊藤 紫織 

 
  

 

 
  

    

 
  

 メディアセンター センター長 萩野谷 悦子 

 
    

 
  

    

 
    

教職・資格課程センター センター長 川島 眞 

 
  

 

 
  

    

 
  

 入学広報センター センター長 学長（兼務） 

 
    

 
  

    

 
    

事務局 事務局長 柴崎 義之 

   
 

事務組織                                  

＜事務局＞ 

教務課…教務、教職・資格に関すること 

学生課…学生諸活動、奨学金関連、後援会（保護者会）・尚友会（同窓会）関連、国際交流・留学生支援に関すること 

キャリア・就職課…キャリア支援に関すること 

メディアセンター事務課…メディアセンターに関すること 

広報課…大学広報、学生募集に関すること 

入試課…入試に関すること 

庶務・管理課…キャンパス整備、大学全般の庶務に関すること 
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教職員データ                                

□ 教職員数                               （単位：人） 

専任教員（学長・副学長含まず) 78 非常勤講師 251 教員計 329 

専任職員（パートタイム含む） 81 職員計 81 

 

□ 職階別教員数                             （単位：人） 

 教授 准教授 講師 助教 合計 

芸術情報学部 26 15 5 0 46 

総合政策学部 10 5 2 1 18 

スポーツマネジメント学部 8 2 4 0 14 

合計 44 22 11 1 78 

 

□ 男女別教員数        （単位：人） 

専任教員 兼任（非常勤）教員 

男性 女性 男性 女性 

61 17 155 96 

 

□ 年齢構成別教員数 

 66～70 61～65 56～60 51～55 46～50 41～45 36～40 31～35 26～30 合計 

芸術情報学部 0 9 13 13 5 3 3 0 0 46 

総合政策学部 0 3 3 4 2 4 1 1 0 18 

スポーツマネジメント学部 2 4 0 0 3 2 2 1 0 14 

合計 2 16 16 17 10 9 6 2 0 78 

 

□ 科学研究費補助金等研究助成等の状況 

 
令和 4年度 

申請数 

令和 4年度 

採択数 

芸術情報学部 4 0 

総合政策学部 4 1 

スポーツマネジメント学部 2 0 

 

□ 専任教員の保有学位・研究業績等 

  

https://www.shobi-u.ac.jp/navi/disclosure/
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□ 専任教員一覧（50音順） 
芸術情報学部 情報表現学科（学科長 定平 誠） 
【教授】 
石井 満 恩田 憲一 樫村 雅章 定平 誠 寺井 智子  
野上 竜一 華山 宣胤 春口 巌 宮澤 光造  
     
【准教授】 
柿崎 景二 川口 肇 須藤 智 土井 直哉  
藤橋 誠 山寺 紀康    
     
【専任講師】 
坂本 サク 里見 慶    
     
芸術情報学部 音楽表現学科（学科長 後藤 文夫） 
【教授】 
片岡 大志 川島 眞 河内 純 小島 有利子  
後藤 文夫 坪口 昌恭 宮本 憲二   
     
【准教授】     
林 容子 藤田 千章 前田 拓郎   
     
【専任講師】     
齋藤 真由美     
     
芸術情報学部 音楽応用学科（学科長 竹内 誠） 
【教授】     
井上 昌美 重野 知央 竹内 誠 村木 益実  
     
【准教授】     
漢那 拓也 古澤 彰    
     
【専任講師】     
宮木 朝子     
     
芸術情報学部 舞台表現学科（学科長 山﨑 岩男） 
【教授】     
伊藤 紫織 伊藤 大 岡村 宏懇 岡本 雄司  
小林 仁 山﨑 岩男    
     
【准教授】     
青井 智佳子 大隅 智佳子 清水 典人 関 聡太郎  
     
【専任講師】     
三輪 亜希子     
     
総合政策学部 総合政策学科（学科長 加藤 順一） 
【教授】     
加藤 順一 加藤 弘之 小林 正英 伊達 雅彦  
三野 裕之 安 章浩    
     
【准教授】     
角谷 淳 高橋 幸裕 畑中 綾子 御手洗 大輔  
     
【専任講師】     
上村 博昭 田中 啓太    
     
【助教】     
荒 まゆみ     
     
総合政策学部 ライフマネジメント学科（学科長 眞下 英二） 
【教授】     
金原 由紀子 木村 光太郎 小林 和久 櫻井 準也  
     
【准教授】     
大西 麗衣子     
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スポーツマネジメント学部 スポーツマネジメント学科（学科長 眞下 英二） 
【教授】     
海老原 修 大野 好司 小野里 真弓 小泉 昌幸  
櫻井 光行 佐野 慎輔 萩野谷 悦子 眞下 英二  
     
【准教授】     
梶 孝之 荘 発盛    
     
【専任講師】     
仁木 康浩 舟木 泰世 宮坂 雄悟 茂木 康嘉  

 

事業計画・事業報告・財務情報・寄附行為・役員名簿                             

□ 学校法人尚美学園 ホームページ 

 

http://www.shobigakuen.ac.jp/info.html

